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Recelved wlth Hula on arrlvlng at Honolulu Alr Port from Japan. 
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団

/ メ

長

舞
台
監
督

公 演イワノ\回第

音
楽

振

付

大
道
具

衣
裳
衣
裳

フラの歓迎をうけて

ホノルル空港に到着

梅
田
健
一

天
津
乙
女
(
舞
踊
専
科
)

神
代
錦
(
演
劇
専
科
)

天
城
月
江

(星
組

)

黒
木
ひ
か
る

(ダ
ン
ス
専
科
)

大
路
三
千
緒
(
花
組
)

睦
千
世

(
月
組
)

明
石
照
子
(
雪
組
)

淀
か
ほ
る
(
花
組
)

水
代
玉
頭
(
星
組
)

鳳
八

千
代
(
花
組
)

高
殿
ゆ
か
り

(星
組

)

高
岡
奈
千
子

(
花
組
)

峯
京
子
(
映
画
専
科
)

松
島
三
那
子
(
花
組
)

浜
木
綿
子

(雪
組

)

夏
ノ
宮
千
世
子
(
雪
組
)

秩
父
美
保
子
(

雪

組
)

若
山
か
ず
美

(星
組

)

藤
里
美
保

(星
組

)

内
重
の
ぼ
る
(
星
組
)

酒
井
協

康
本
晋
史

小
池
幾
三
郎

山
村
よ
ね

奥
田
乙
す
ゑ



準ミスクイーン三浦療と浜木綿子(左)・高岡奈千子

{左から)松島三那子・若山かず美・浜木綿子・峯京子高殿ゆかり・水代玉泌
(l. to R.) , Minoko Motsushimo, Kozumi Wokoyomo, Yuko Homo, Kyoko Mine, 

Golng to march In parade through 曹h.

S骨reets In Honolulu. 

は
ら
ヤ
か
に市
中
行
逗
v
o

梅田団長と天津乙女 Kenichi Umedo, leoder 01 the Tokorozuka group, and 
Otome" んnotsu

~~ 
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て二--

(
前
列
左
よ
り
)
高
岡
奈
千
子
、
鳳
八
手
代
、
大
路
三
千
緒
、
天
津
乙
女
、
黒
木
ひ
か
る
、
陸
千
世
、
梅
田
健
一
(
中
列
)
峯
京
子
、
松
島
三
那
子
、
神
代
錦
、

浜
木
綿
子
、
夏
ノ
宮
千
世
子
、
天
域
月
江
、
淀
か
ほ
る
、
明
石
照
子
、
水
代
玉
藻
、
(
後
列
)
酒
井
協
、
康
本
晋
史
、
小
池
幾
三
郎
、
奥
田
こ
す
ゑ
、

山
村
よ
ね
、
内
重
の
ぼ
る
、
若
山
か
ず
美
、
藤
里
美
保
、
高
殿
ゆ
か
り
、
秩
父
美
保
子
、

Nochiko Tokooko, Yochiyo Otori, Michio Oji, Otome Amotsu, Hikoru Kuroki, Chiyo Mutsumi, Kenichi Umedo, 
Kyoko Mine, Minoko Motsushimo, Nishiki Komiyo, Yuko Homo, Chiyoko Notsunomiyo, Tsukie Amogi, Kooru Yodo, 
T eruko Akoshi, Tomomo Mizushi!o, 

Kyo Sokoi, Shinji Yosumoto, Ikusoburo Koike, Kosue Okudo, Yone Yomomυro， Noboru Uchinoe, Kozumi Wokoyomo, 
Miho Fujisoto, Yukori Tokodono, Mihoko Chichibu. 

rirst row (l. R.I 

Second rOw , 

Third row , 
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CALLlNG  ON  GOVERNOR と

OF HAWAII 

日本人商工会議所主催の歓迎パーティ Welcome Meeting held by Joponese Joycees 



桜まつりクイーン戴冠式の会場で宝塚一行の紹介

Tokorozuko Girls introduced to the Public ot the 

Coronotion Ceremony 01 内e Cherry Queen 

ア
メ
リ
カ
よ
り
帰
国
途
中
の
長
谷
川
一
夫
氏
一
行
、

フ
ラ
の
歓
迎
を
う
け
て
ホ
ノ
ル
ル
空
港
到
着
(
左
よ

り
天
津
乙
女
、
永
田
大
映
社
長
夫
人
、
長
谷
川
一
夫

氏
、
西
川
鯉
司
郎
氏
、
長
谷
川
夫
人
、
神
代
錦
)

Mr. Kozuo Hasegawo, one 01 the biggest 
stars in Japan, and his group enjoyed 
Hulαwi th Takarazuka girls at Honolulu 

Air Port On their way back to J。νan

Irom America. 

Calling on Governor Samuelhilder King 01 Hawaii 県知事キング氏を訪問



(左から)明石照子 ・ 鳳八千代

淀かはる

Il. 10 R.l , Te,uko Akashi, Yachiyo OIO,i, 
Kao,u Yod。

舞台スナップ集

(左から ) 明石照子 ・ 神代錦 ・ 天域月江



楽屋は在留邦人の方たちに手伝っ て頂 き ました

Too busy! Japanese residenls play dresser's parl 

Mr. Kazuo Hasegawa among the Takarazuka girls 

粋なお二人の仇'ifJ: (明石と淀)

T eruko Akashi (lelt) and KaorIJ Yodo 

as " Bijo 10 Sanzoku" 

「鏡獅子」胡蝶の淀かほる
「娘道成寺J で唄う j只木綿子と陸千世 江戸前の明石照子(左)と淀かはる

Yuko Hama Ilelt) and Chiyo Mulsumi Teruko Akashi and Kaoru Yodo 
KaorυYodo 

「熊本日太鼓」の浜 ・ 天城・大路(左から ) Yuko Hama, Tsukie Amagi and 

Michio Oji in "Kumamoto-Usud副知 "



'‘ 

めい
く"

Golng on 個 Round Tour of Oahu. 

カフク本願寺で‘婦人会のお
婆さんたちの接待をうける
陸千世(左)と高殿ゆかり

• 



ハワイの娘さんたちと一緒K ・・・(後列左より峯 ・ 夏ノ宮 ・ ìJü
AI Holeiwo Beoch wilh Howoiion 9irls. (l. 10 R: 

Kyokv Mine. Chiyoko Nolsunomiyo. Yuko Homal 

ハレイワの戦媛勇士記念碑に

花輸を捧げる一行

ワヒアワでも盛大な歓迎をうける

A Worm We(come 01 Wohiowo 



左より明石照子・金山総領事夫人・ 天津
乙女・黒木ひかる(日本総領事主催のパ

フラのお稽古 Leorning Hulo 

ハワイ 名物ココナ ァ ツ帽子造りを見る

松島・夏ノ宮 ・ 浜 ・ 天城(左から)

(L 10 RJ: Minoko Molsushimo, Chiyok。
ト~olsunomiyo， Yuko Homo, Tsukie Amogi 

AI Sodoji Temple, in Iheir leisure hours. 

ーティ) ~手毎週・・圃E酒量三~ )，吉国・・・・・蛇 圃白河E・. ， .di _ n覗園面嗣-民量溢遣軍曹垣見廷にム喧ik_ :_~苛 "~曹司ーー孟iIII う まく 撮れるかしら? (ハレイワ海岸で明石照子〉

Allhe い{elcome Porly given by Joponese 

ConsυI -Generol Mosohide Konoyomo. 

IL 10 R: Teruko Akoshi, Mrs. Konoyomo, 

Olome んnolsu， Hikoru KurokiJ 

Teruko Akoshi 

お稽古の合閤iζー淀かほる

Kooru Yod。



ワイキキ海岸

ノ\ワイ先介セ浦安 ノ

Good refre.hmen骨! At Walklkl B.ach. 

左より高段・黒木.・天城・水代・鳳

左より(前列}大路・明石・天津・淀・
(後列)水代・康本・睦・高殿・黒木

Fir引 row Il. 10 R." Michio Oji, T eruko Akashi, 
Olome Amalsυ， Kao刊 Yodo， Yachiyo OlOri, 
Second row: Tamamo Mizushiro, Shinji YaSUmOlO, 
Chiyo MUISumi, Yukari Takadono, Hikaru Kurokl 

神代錦と淀か1;1 る Nishiki Kamiyo and Kaoru Kuroki 

。nd Yachiyo Olori. 



黒木ひかると天城月江

Hikoru Kuroki ond Tsukie Amogi 

話;かIまる Kooru Yodo 

マウイ島公演へ出発

Before Oying 10 Mo山

from Honolulu. 

きれいな水と砂/ 秩父美保子と高岡奈千子

Mihoko Chichibu ond Nochiko Tokooko 

藤里美保と若山かず美

Miho Fujisolo ond Kozumi Wokoyomo 
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ALOHA HAWAII 
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P
ゥ
イ
p
。

Aloho Oe Chorus: On board the 

President C1eveland, A. P. L. 

超
満
員
の
7
4ノ
キ
ン
レ

1

・

ハ
イ
ス
ク
ー

ル
講
堂

船内で船客のために特別ショウを隠く

Extra Show for the passengers in the ship 

ヲk

第
三
岡
ハ
ワ
イ
公
演
を
終
え
て

一

梅

田

健

ハ
ワ
イ

公
演
も
三
回
目
だ
が
、
ワ

イ

キ
キ

の
浜
辺
は
今
年
も

賑
や
か
で

、

美
し

い
風
畏
と

人
情
も
変
り
な
い
。
生
徒
諸
君
も

連
日

の
さ
く
ら
祭
の
諸
行
事
へ
の
参
加
、
歓
迎
パ
ー
テ

ィ
へ
の

出
席

、

舞
台
稽
古

、

連
日

の
二
回
公
演

、

島
内
見
学
等
、
ギ
ッ

シ
リ

つ
ま
っ

た
ス
ケ

ジ
ュ
ー

ル
で
本
当
に
御
苦
労
で
あ
っ

た
。

し
か
し
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
な
い
が

、

参
加
す
る
こ
と

に
意
義

が
あ
る
と
思
え
ば

、

疲
れ
る
な
ど
と
は
云
っ
て
お
れ
な
か
っ
た
。

一
行
の
顔
ぶ
れ
る
最
高
の
も
の
で

H

美
人
，
そ
ろ
いu
と

新
聞
に

も
書
き
立
て
ら
れ
て
人
気
は
す
ば
ら
し
く
、
そ

れ
以
上
に

、

公

演
が
好
評
だ
っ
た
ζ
と

は
、

天
脅
さ
ん
は
じ
め
一
行
の
美
し
い

団
結
の
成
果
で
何
と
し

て
も
う
れ
し
い

ζ

と
で
あ
る
。

三
度
目
の
公
演
だ
け
に
、

宝
塚
フ
ァ
ン
と
い
う

客
筋
も
出

来

て
来
た
よ
う

だ
し
、
特
に
白
人
客
が
五
割
近
く
を
占
め
、
ア
メ

リ
カ

本
土
公
演
の
可
能
性
と

い
う
点
か
ら
考
え
て
も
喜
ば
し
い

傾
向
で
あ
る
。

酒

井

協

ホ
ノ

ル
ル
公
演
の
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
は

、
ハ
ワ
イ

在
住
の
楽
士

さ
ん
た
ち

、
と

云
っ
て
も
ア
マ
チ
ュ

ア
で
毎
日
仕
事
を
も
っ
て

居
ら
れ
る
人
達
に
よ

る
編
成
で
あ

る
が

、

な
か
な
か
立
派
に
出

来
た
の
は
、
皆
さ
ん
が
一
生
懸
命
に
や
っ

て
下
さ
っ

た
か
ら

で
、

外
人
客
か
ら
も
音
楽
が
大
変
い
い
と
賞
め
ら
れ
、
嬉
し
い
限
り

で
し

た
。

天
津
さ
ん
の
踊
り
の
音
楽
は

、

宝
塚
で
研
究
を
重
ね
練
習
を

重
ね
て

、

最
後
に
楽
団
員
四
十
名
の
演
奏

で
徹
夜
で
作
り
あ
げ

て
持
っ
て
い
っ
た
テ
l

プ

・
レ
コ
ー

ド

で
し
た

が
、
マ
ッ

キ
ン

レ
l

講
堂
の
音
の
響
き

が
良
い
の
と
、
乙
乙

の
ラ
ジ
オ

技
師
の

御
努
力
で
成
功
を
お
さ

め
る
乙

と
が
出
来
て
喜
ん
で

お
り
ま

す
。

天

女

津

乙

ハ
ワ
イ

の
桜
ま
つ
り
も
今
年
で
五
回
目
を
迎
え

、
そ

の
多
彩

な
行
事
に
よ
っ
て
日

本
文
化
を
二
世

、

三
世

、

特
に
白
人
方
面

船
長
F

-
F

ア
ン
グ
リ
ッ

ク
氏
と
一
絡
に

へ
紹
介
し
た
功
績
は
誠
に
大
き

く

、

私
た
ち
宝
塚
歌
劇
団
の
荊

牌
公
演
の
如
き
も

日
系
青
年
商
工
会
議
所
会
員
の
万
々
の
涙
ぐ

ま
し
い
努

力
と
協
力
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
た
訳
で

、

メ
ン
バ
ー

の
方
々
に
心
か
ら
敬
意
を
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ζ

の
行
事
が
年
々
更
に
発
展
し
て
い
き
ま
す
よ
う

、

ま
た

、

宝
塚
の
公
演
も
年
中
行
事
の
一
つ
と
し
て
ハ
ワ
イ
の
皆
様
に
楽

し
ん
で
い
た

だ
き
た
い
も
の
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

ヲk

評

r..、
.þ、

演

「
娘
道
成
寺
」
は
天
津
乙
女
が
日
本
舞
踊
の
美
し
さ
を
遺
憾

な
く
現
わ
し
た
も
の
。
次
ぎ
に
日
本
の
郷
土
色
豊
か
な
民
俗
舞

踊
を
レ
ビ
ュ
ー
化
し
た
「
花
踊
り
」
十
六
忌
は
華
麗
な
H

藤
娘
H

で
舞
台
を
聞
け

、

観
衆
は
郷
愁
を
そ
そ
ら
れ
た
。
な
か
で
も

、

H

雪
と
鷺
MM
で
白
地
に
銀
繍
と
い
う
衣
裳
の

サ
ギ

の
清
ら
か

さ
は
非
常
に
印
象
的
で
あ
っ
た
。

H

美
女
と
山
賊
u

は
認
刺
的

な
J
劇
で

、

黒
木
ひ
か
る
と
大
路
三

千
緒
の
と
り
交
わ
す
英
語

交
り
の
セ
リ
フ

は
外
人
客
か
ら
も
喜
ば
れ
喝
采
を
博
し
た
。
明

石
照
子

、

淀
か
ほ
る
コ

ン
ビ
の

H

深
川
H
H
ほ
っ
と
い
て
節
u

は
軽
快
。
個
人
で
は
神
代
錦
が
群
を
抜
き

、

歌
手
で
は
浜
木
綿

子
が
光
っ
て
い
た
。

宝
塚
レ
ビ
ュ
ー

の
二
の
替
り
は

、

天
津
の
「
鏡
獅
子
」
と
歌

舞
伎
レ
ビ
ュ
ー

「
花
と
人
形
」
。
観
客
は
外
人
客
も
目
立
ち、

二

階
正
面
ま

で
ギ
ッ
シ
リ

の
盛
況
。

天
津
乙
女
の
「
鏡
獅
子
」
は
神
代
錦
の
後
見
で
踊
る
小
姓
弥

生
の
艶
や
か
な
上
品
さ
に
先
ず
心
う
た
れ
る
。
や
が
て
獅
子
の

精
に
ひ
か
れ
て
ゆ
く
凄
艶
な
表
情
と

、

獅
子
の
精
が
の
り
移
っ

た
と

き
の
巧
敏
な
演
技
。
後
日
ン
テ

は
隈
ど
り
も
見
事
に
壮
重
な

出
、

胡
蝶
を
追
う
姿
も
品
位
を
備
え

、

髪
洗
い
も
あ
ぎ
や
か
に

四
十
分
間
に
わ
た

っ
て
観
客
を
完
全
に
陶
酔
さ
せ

た
の
は

、

さ

す
が
に
天
津
な
ら
で
は
と

思
っ
た
。
胡
蝶
も

パ
レ
l

式
の
群
舞

で
宝
塚
調
を
み
な
ぎ
ら
し
て
い
る
。

「
花
と
人
形
」
全
十
二
景
は
、
日

本
の
四
季
の
長
物
を
取
り

入
れ
て
華
や
か
な
絵
巻
物
を
く
り
ひ
ろ
げ
見

ご
た
え
あ
る
も
の

に
ま
と

め
て
い
る
。
構
成

、

演
出

、

舞
台
装
置
と
そ
の
転
換
に

バ
ラ

エ
テ

ィ
が
あ
り

テ

ン
ポ
も
あ
り

、

華
や
か
さ
も
あ
っ
て
出

([; to 11.1 ・ Nachiko Takaoka, 
Mihoko Chichibυ ， Nishiki Kamiyo, 
Miho Fujisato, Noboru Uchinoe 

船主のひととき (左から高岡 ・ 秩父 ・
神代 ・ 藤里・内重)



四
月
十
五
日
付
。

ハ
ワ
イ
報
知
O
K
掲
載
さ
れ
た
新
聞
広
告

日
本
工
巴
と
り
ど

り
の
華
や
か
主
舞

差
二
十
、
富
-
題
曲
開

替
り

の
こ
回
奥
行

四
月
十
九
日
よ
り

二
十
八
日

A
晩
六
時
と

八
時
字
の
ご
回

マ
ヅ
キ

シ
ν
1

続
掌

普
通
席
E
苫
九
+
仙

強
約
席
;

-
-
弗
五
+
仙

-
-
一
跡
、
四
晶
押

-
岨世祭
b
'
T

タ
ヲ
盲R
帽槽
・5佐
藤
服
鍍
底
と

7
メ
F

p
u'

-
R石
店
前
t

電
話
五
二
O
二
二
五
、

五
一
二
五
八
五

叉
ほ
合
指
入
口
で
午
後
五
静
よ
b

表
面R

演
者
の
個
性
も
よ
く
生
か
さ
れ
て
お
り

、

H

宝
塚
の
真
骨
頂
を

発
揮
し
た
H

と
の
感
じ
を
受
け
た
。
(
ハ
ワ
イ
報
知

)

僕
は
第
一
回
の
公
演
だ
け
で
二
の
替
り
は
未
だ
見
て
い
な
い

が
、

第
一
回
シ
ョ
ウ

の
大
半
は
や
や
淋
し
か
っ
た
。
も
っ
と
華

や
か
に
造
っ
て
も
ら
い
た
か
っ
た
が

μ

娘
道
成
寺
H
と

μ

雪
と

鷺
H

は
実
に
よ
か
っ
た
。

今
後
に
対
す
る
私
の
希
望
を
云
え
ば

、

数
多
い
シ
l

ン
の
中

に
日
本
の
夏
の
情
景
を
二
つ
三
つ
出
し
て
も
ら
い
た
い
。
ハ
ワ

イ
か
ら
日
本
観
光
に
行
く
の
は
大
底
春
か
秋
で

、

夏
の
風
物
を

見
な
い
か
ら

、

そ
れ
に
関
す
る
我
々
の
郷
怒
を
慰
め
て
も
ら
い

た
い
。
ま
た
上
品
で
華
麗
な
朝
廷
も
の
な
ど
も

、

宝
塚
の
最
も

立
派
に
や
れ
る
も
の
だ
か
ら
出
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
う
。

h
K
G
M
B

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

J

F

村
田
貫
一

、

ヲ貨

ヒ

コニ

ソ

ト

耳
て

観
た
宝

塚

|
|
盲
目
の
白
人
夫
人
1
1
l

カ
四
月
二
十
五
日

、

公
演
が
終
っ
た
あ
と
楽
屋
へ
訪
ね
て
来

た
ニ
人
の
白
人
婦
人

、

そ
の
一
人
が

「
ζ

の
人
は
盲
目
で
す
け
れ
ど

、

今
夜
の
公
演
を
耳
で
楽
し

ん
で

、

と
て
も
嬉
し
く
て
た
ま
ら
な
い
の
で

、

皆
さ
ん
に
サ
イ

が
、

そ
れ
だ
け
に
こ
の
度
は

、

日
本
各
地
の
民
謡
踊
り
が
豊
富

に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
「
熊
本
白
太
鼓
」
に
お
い
て

、

東
北
地

方
の
民
謡
「
じ
ゃ
ん
が
ら
念
仏
」
に
お
い
て

、

太
鼓
と
鉦
を
心

い
く
ま
で
聞
か
せ

、

ふ
と
村
の
鎮
守
様
の
祭
礼
の
あ
の
太
鼓
と

鉦
の
音
を
思
い
出
さ
せ
た
。
や
る
せ
な
い
郷
惑
で
は
あ
る
。
郷

愁
と
云
え
ば

、

田
植
女
の
ス
ケ
ッ
チ
で
歌
う
明
石
照
子
と
内
重

の
ぼ
る
の
紺
が
す
り
姿
は
回
象
的
で

、

側
の
一
世
の
老
人
が
思

わ
ず
ア
!

と
感
嘆
調
を
発
し
て
い
た
。

こ
う
し
た
中
に
黒
木
ひ
か
る
と
大
路
三
千
緒
の
コ

ミ
ッ
ク

・

ス
ケ
ッ
チ
「
美
女
と
山
賊
」
は
、
会
話
に
土
人
語
や
英
語
も
飛

び
出
し
て
皆
を
笑
い
の
世
界
に
誘
っ
た
。

美
女
の
財
宝
を
狙
っ
た
山
賊
が
反
対
に
美
女

K

「
女
は
欲
の

深
い
も
の
」
「
男
は
女
に
弱
い
も
の
」
と
認
刺
し
て
妙
で
あ
っ

た
。
実
は
今
度
の
公
演
で
は
九
州
宮
崎
県
の
民
謡
「
し
ゃ
ん
し

ゃ
ん
馬
」
に
出
て
来
る
そ
の
馬
に、

私
は
人
一
倍
興
味
を
持
っ

て
い
た
の
で
あ
る
。
以
下
は
数
日
前
私
と
友
人
と
の
会
話
。

「
今
度
の
宝
塚
の
人
気
は
ど
う
か
ね
」

「
上
々
だ
よ、

何
し
ろ
う
ち
の
息
子
が
馬
の
脚
に
な
っ
て
出

演
す
る
と
云
う
の
で
家
を
挙
げ
て
の
ハ
リ
切
り
方
だ
」

「
馬
の
脚
と
は
奇
抜
だ
ね
」

「
そ
れ
が
矢
張
り
音
楽
に
合
わ
せ
て
歩
く
の
で

、

音
痴
で
は

っ
と
ま
ら
な
い
大
役
だ
そ
う
だ
」

何
だ
か
馬
鹿
々
々
し
い
乙
の
会
話
を
一
笑
に
付
す
る
者
も
い

よ
う
が
、
乙
れ
は
今
回
の
宝
塚
公
演
で

、

日
本
人
青
年
商
工
の

若
い
人
達
が

、

そ
の
舞
台
裏
で
払
っ
て
い
る
目
に
見
え
ぬ
大
き

な
努
力
と
奉
仕
の
一
端
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。

昨
夜
は
若
い
人
に
手
を
曳
か
れ
て
入
場
す
る
初
代
の
人
が
多

数
に
見
受
け
ら
れ
た
。

乙
う
し
た
美
し
い
情
震
の
見
ら
れ
る
の
も、

日
本
人
青
年
商

工
の
毎
年
払
っ
て
い
る、

宝
塚
招
待
を
も
含
む
桜
祭
り
へ
の
大

き
な
努
力
と
犠
牲
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

(樫
)

豪
華
け
ん
ら
ん
た
る
舞
台、
‘
き
ら
び
や
か
な
衣
裳
を
つ
け
て

歌
に
踊
り
に
お
芝
居
に
と、

芸
を
競
う
ス
タ
ー
た
ち
に
と
っ
て

縁
の
下
の
力
持
ち

l
l

衣
裳
係

・

山
村
さ
ん
と
奥
田
さ
ん
ー
ー
ー

ン
し
て
頂
け
た
ら
・
・
・
・
・・
」

と
い
う
ζ

と
。

衣
裳
を
ぬ
ぎ
か
け
た
人
も
、

舞
台
化
粧
の
ま
ま
の
人
色

、

乙

の
気
の
毒
な
婦
人
の
た
め
に
喜
ん
で
ぺ
ン
を
走
ら
せ
た
。

乙
の
盲
目
の
夫
人
は
ミ
セ
ス
・

ハ
l

パ
!

ト

・

マ
ク
レ
ン
デ

ン
夫
人
と
云
い

、

六
年
前
に
失
明
。
海
軍
々
人
の
夫
君
か
ら
度

々
訪
れ
た
美
し
い
日
本
の
話
を
聞
い
て
H

日
本
へ
の
郷
愁
u
を

持
ち
つ
.
つ
け
て
い
た
と
乙
ろ

、

宝
塚
公
演
を
待
ち
か
ね
て
観
賞

し
た
も
の
。
夫
人
は

「
眼
の
見
え
な
い
私
に、

一
番
目
本
を
感
じ
さ
せ
た
の
は
あ

の
H

下
駄
の
音
H

話
に
聞
い
て
い
た
下
駄
の
ひ
び
き

、

そ
し
て

全
体
の
雰
囲
気
。
い
ま
こ
う
し
て
楽
屋
に
お
邪
魔
し
て
い
る
と

、

昔
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
時
代
に
劇
を
や
っ
た
頃
の

、

パ
ッ
ク
ス
テ
ー

ツ
の
慌
し
さ
が
な
つ
か
し
く
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
今
夜
は
と
て

も
嬉
し
く
て
:
:
:
一
度
は
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
日
本
な
ん

で
す
」

と
語
h
ノ
、

皆
が
心
を
こ
め
て
サ
イ
ン
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
抱

い
て

「
皆
さ
ん
ア
リ
ガ
ト

、

サ
ヨ

ナ
ラ
、

サ
ヨ
ナ
ラ
」

と
、

夫
君
か
ら
習
っ
た
日
本
語
で
別
れ
を
惜
し
み
な
が
ら
去
っ

て
い
っ
た
。
(
ハ
ワ
イ
報
知
)

馬

院f

の

宝
塚
の
レ
ビ
ュ
ー

娘
と
話
し
て
関
西
弁
を
懐
し
み
聞
く

志
賀
野
浦
子

乙
れ
は
一
昨
年
宝
塚
を
迎
え
た
時
の
志
賀
野
女
史
の
感
懐
で

あ
る
が

、

昨
二
十
二
日
夜
そ
の
天
津
乙
女
の
「
娘
道
成
寺
」
を

再
ぴ
マ
ッ
キ

ン
レ
イ
の
舞
台
に
見
て

、

感
慨
ひ
と
し
お
な
る
も

の
が
あ
っ
た
。

矢
張
り
海
を
渡
っ
て
来
た
宝
塚
の
舞
台
装
置
で
あ
る
「
熊
本

白
太
鼓
」
の
そ
の
大
太
鼓

、

大
島
踊
に
お
け
る
赤
い
巨
大
な
俸

の
花
一
輪
な
ど
特
に
印
象
的
で
あ
っ
た
。
乙
れ
が
気
の
利
い
た

照
明
と
共
に
舞
台
を
引
き
立
て
た
が

、

特
に
天
津
乙
女
の
父
鷺

と
睦
千
世
の
子
鷺
の
場
面
で
は

、

そ
の
照
明
が
効
果
的
で

、

何

か
幽
幻
と
云
っ
た
も
の
を
感
じ
さ
せ
た
。

海
外
に
出
て
洋
舞
で
も
あ
る
ま
い

、

よ
り
日
本
調
の
も
の
を

と
云
う
の
が
今
回
の
プ

ロ

グ
ラ
ム

編
成
の
骨
子
だ
っ
た
と
聞
く

な
く
て
は
な
ら
ぬ
人
ー
ー
も
い
つ
も
縁
の
下
の
力
持
ち
と
し

て
黙

々
と
衣
裳
や
カ
ツ
ラ
を
整
え
る
人
の
あ
る
乙
と
を
忘
れ
て
は
気

の
毒
。

今
度
の
公
演
に
は
山
村
よ
ね

、

奥
田
こ
す
ゑ
と
い
う
二
人
の

衣
裳
係
が
控
え
て
い
る
。
山
村
さ
ん
は
乙
の
仕
事
に
入
っ
た
の

が
昭
和
三
年
と
い
う
か
ら
三
十
年
続
け
て
い
る
わ
け
。
「
眼
が

廻
る
ほ
ど
忙
し
い
し
地
味
な
仕
事r
が

、

ス
タ
ー
た
ち
の
影
の

人
と
し
て
働
く
の
は
と
て
も
楽
し
い
:
;
:
」
と
つ
つ
ま
し
く
語

っ
て
い
た
。
(
ハ
ワ
イ

・

タ
イ
ム
ス
)

ノ、

イ

土
産

ワ

〔
秩
父
美
保
子
の
美
女
ぶ
り
〕

私
が
か
む
ろ
や
舞
妓
役
を
し
て
い
る
の
を
見
て
睦
さ
ん
な
ど

は
「
あ
ん
た
の
歩
き
方
を
見
て
る
だ
け
で
オ
モ
シ
ロ
イ
わ
」
と

お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
け
れ
ど
、
ア
チ
ラ
の
人
た
ち
か
ら
は
「
入

江
た
か
子
さ
ん
み
た
い
だ
」
と
云
わ
れ
ま
し
た
。
私
は
往
年
の

美
女
入
江
た
か
子
さ
ん
を
知
り
ま
せ
ん
が

、

私
の
女
役
も
見
る

人
に
よ
っ
て
は

、

一
世
を
風
廃
す
る
美
女
に
見
え
る
訳
で

、

自

信
を
も
ち
ま
し
た
。
乙
れ
は
ハ
ワ
イ
公
演
の
収
獲
で
す
。

も
う
一
つ
は

、

百
貨
店
へ
行
っ
た
と
き
ズ
ボ
ン
が
欲
し
い
ナ

と
思
っ
た
の
で

、

「
乙
れ
頂
戴
」
と
云
う
と、

「
誰
が
は
く
の

か
」
と
変
な
顔
を
し
て
私
を
見
て
い
る
。
「
私
だ
」
と
答
え
る

と
「
乙
れ
は
子
供
用
だ
」
と
の
乙
と
。
だ
け
ど
買
っ
て
来
ま
し

た
が

、

私
で
も

、

向
う
じ
ゃ
子
供
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
:

(秩
父
美
保
子
)

〔
鳳
八
千
代
の
男
役
〕

何
が
な
ん
た
っ
て

、

ζ

ち
ら
の
人
に
御
覧
願
え
な
い
の
が
残

念
な
0
・ζ
と
は

、

ハ
ワ
イ
で
私
が
オ
ト
コ

ヤ
ク
を
し
た
こ
と
で

す
。
「
じ
ゃ
ん
が
ら
念
仏
」
で
鉦
の
男
に
な
っ
て
踊
っ
た
ん
で

す
。
え
え

、

我
等
が
ハ
ワ
イ
組
メ
ン
バ
ー

の
人
た
ち
は
勿
論
大

い
に
笑
い
ま
し
た
が

、

ア
チ
ラ
の
人
た
ち
に
は
大
変
好
評
で
し

た
。
私
が
娘
役
専
門
だ
と
い
う
乙
と
を
知
っ
て
い
る
人
は
稀
で

し
ょ
う
か
ら
ね
。
で
も
最
高
に
笑
っ
た
の
が
ノ
ン
ノ
ン

ζ

と
秩

父
美
保
子
で
あ
り
ま
し
た
。
(鳳
八
千
代
)

〔
ハ
ワ
イ
土
語
〕

ハ
ワ
イ
語
を
大
分
覚
え
て
帰
っ
た
の
で
す
が

、

も
う
殆
ん
ど

第
三
国

宝
塚
歌
劇
ノ、

ヲ
イ
公
演

会
場

ホ
ノ
ル
ル
・
マ
ッ
キ
ン
レ

i

・
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
講
堂

プ

グ

ム

フ

ロ

(
醐
朋
一
→

l十d一m
U吋
)

I 

一寸

娘

寺
」

道

成

作

・

水
田
茂

振
付
・

天
津
乙
女

作
曲
・

酒
井
協

場

白
拍
子
花
子

坊
主

天
津
乙
女

全
員

「
宝
塚

振構寸t­
付成 イι

西白踊
川井 、
鯉鍛 り
三造し一
郎

渡
辺
武
雄

銭
6 

昭

十
六
場

第
一
景

「宝
忽
音
頭
」

(
舞
妓
の
腐
り
)

舞
妓
黒
木
ひ
か
る
、
鳳
八
千
代
、
高
殿
ゆ
か
り

、

浜
木
綿
子

、

高

岡
奈
千
子
、
峯
京
子
、
若
山
か
ず
美
、
松
島
三
那
子

、

秩
父

美
保
子

、

夏
ノ
宮
千
世
子
、
藤
里
美
保
、
内
重
の
ぼ
る

第
二
景
「
藤
娘

」(
藤
娘
と
若
衆
の
腐
り
〉

舞
妓
間
前

若
衆
神
代
錦
、
天
城
月
江
、
大
路
三
千
縮
、
水
代
玉
藻

藤
娘
歌
手
陸
千
世

第
三
景
「
鶴

亀
」(鶴

と
亀
の
め
で
た
い
踊
り
)

鶴
明
石
照
子

亀
淀
か
ほ
る

第
四
景
「
二
人
踊
」(

粋
な
江
戸
前
の
踊
り
)

踊
る
男
明
石
照
子

腐
る
女
淀
か
ほ
る

第
五
景

「熊
本
臼
太
鼓
」

(
熊
本
地
方
の
郷
土
色
豊
か
な
民
踊
)

大
神
代
錦

騎
天
減
月
江

歩
大
路
三
千
緒

鉦
浜
木
綿
子

、

峯
京
子

、

夏
ノ
宮
千
世
子

第
六
景
「
じ
ゃ
ん
が
ら
念
仏
」

(東
北
地
方
の
民
踊
)

鉦
水
代
玉
議

、

鳳
八
千
代

、

高
殿
ゆ
か
り
、
高
岡
奈
千
子

、

秩

父
美
保
子
、
内
重
の
ぼ
る

太
鼓
若
山
か
ず
美
、
松
島
三
那
子
、
藤
里
美
保

第
七
阜県
「し
ゃ
ん
し
ゃ
ん
馬
」

(
九
州
宮
崎
県
の
民
踊
)

花
む

ζ

淀
か
ほ
る

第
八
景
「
雨
」

兵兵将

(
傘
を
も
っ
娘
の
踊
り
)

娘
浜
木
綿
子
、
峯
京
子
、
夏
ノ
宮
千
世
子

第
九
景
「
田
植
」

(
田
植
女
の
ス
ケ
ッ
チ
)

田
植
女
天
城
月
江
、
陵
千
世
、
水
代
玉
穫
、
高
殿
ゆ
か
り
、
高
岡
奈

千
子
、
若
山
か
ず
美
、
松
島
三
那
子

、

秩
父
美
保
子

、

藤
里

美
保

、

内
霊
の
ぼ
る

田
植
歌
手
明
石
照
子

第
十
景

「美
女
と
山
賊
」

(
美
女
と
山
賊
の
コ

ミ
ッ
ク
ス
ケ
ッ
チ
)

美
女
黒
木
ひ
か
る

山
賊
大
路
三
千
緒

第
十
一
景
「
津
軽
獅
子
舞
」

(
東
北
津
軽
地
方
に
今
も
残
る
獅
子
の
舞
)

雄
国
帽
子
水
代
玉
藻
、
高
殿
ゆ
か
り

雌
獅
子
高
岡
奈
千
子

第
十
ニ
景
「島
の
娘
」

(
大
島
の
娘
達
の
腐
と
歌
)

島
の
娘
鳳
八
千
代
、
浜
木
綿
子
、
夏
ノ
宮
千
世
子

第
十
三
景
「榛
踊
り
」

(
九
州
人
吉
地
方
の
勇
壮
な
踊
り
)

隠
る
男
大
勢

第
十
四
景
「民
謡
三
曲
」

(
琉
球
他
)

歌
手
明
石
照
子
、
浜
木
綿
子

第
十
五
景
「鷺
」

(
親
鷺
と
子
鷺
の
情
愛
を
示
す
断
り
)

親
鷺
天
津
乙
女

子
鷺
陸
千
世

第
十
六
景
「
フ
ィ
ナ
ー
レ
」

ボ
レ
ロ
男
神
代
錦

、

天
城
月
江

、

明
石
照
子

ボ
レ
ロ
女
黒
木
ひ
か
る

、

淀
か
は
る

、

鳳
八
千
代
、
他
一
一
周



忘
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
で
も
私
ら
し
い
と
云
わ
れ
る
か
も
知

れ
ま
せ
ん
が
覚
え
て
い
る
の
は
次
の
三
つ
で
す
。

「
モ
モ
ナ

」
(肥
っ
て
い
る
と
い
う
意
味

)癒
に
さ
わ
っ
た
と
き

な
ん
か
「
あ
ん
た

、
モ
モ
ナ

ね
」
と
い
う
と
相
手
は
知
ら
な
い

も
ん
だ
か
ら

、
ウ

ン
と
か

エ
エ

と
か
云
う
の
が
楽
し
く
て
・
:

・

「
ヒ
ラ
ヒ
ラ

」

(恥
か
し
い
と
い
う
意
味
)
乙
れ
は
現
地
で

使
っ
て
ハ
ワ
イ
の
人
た
ち
に
大
分
喜
ん
で
頂
き
ま
し
た
。
困
っ

た
と
き
な
ん
か
に
、
し
な
を
つ
く
っ
て
「
私
、
ヒ
ラ
ヒ
ラ
だ
わ

:
:
」
と
ネ
。

「
プ
プ
レ
」
「
ロ

l

ロ

」
(パ
ア
l

即
ち
馬
鹿
と
い
う
意
味
)

乙
れ
は
覚
え
て
帰
ら
な
か
っ
た
万
が
よ
か
っ
た
と
叱
ら
れ
て
い

ま
す
。
と
か
く

、

云
う
よ
り
は
云
わ
れ
る
万
が
多
い
の
で
::

(藤
里
美
保
)

ヲk

随

ノ、

本目
Jじ，、

ワ

イ

も

楽

て

と

し

く

神

代

錦

ハ
ワ
イ
に
着
い
て
す
ぐ
膝
が
腫
れ
て
、
思
っ
た
こ
と
の
半
分

も
果
せ
な
か
っ
た
の
は
残
念
で
し
た
。
公
演
に
し
て
も
代
役
は

立
て
ら
れ
ま
せ
ん
し
、

ま
あ
最
後
ま
で
休
ま
ず
に
が
ん
ば
り
通

せ
た
こ
と
を
何
よ
り
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
足
の
痛
み
も

、

帰
る
少
し
前
頃
に
は
大
分
ま
し
に
な
っ

て
、

帰
国
二
目
前
の
サ
ヨ
ナ
ラ

・

パ
ー
テ
ィ
に
は
何
十
年
ぶ
り

か
で
踊
り
ま
く
り
ま
し
た
。
ロ
イ
ヤ
ル

・

ハ
ワ
イ
ア
ン

・
ホ
テ

ル
で
天
津

、

天
城

、

黒
木

、

明
石
さ
ん
と
私
が
招
ば
れ
た
の
で

す
が

、

あ
ん
な
に
踊
っ
た
の
は
久
し
ぶ
り
で
、
と
て
も
楽
し
く、

美
し
い
ホ
テ
ル
か
ら

、

ワ
イ
キ
キ
の
景
色
を
眺
め
な
が
ら
踊
っ

て
い
る
と

、

あ
あ
ハ
ワ
イ
へ
来
て
い
る
の
だ
な
|
!

と
本
当
の

外
地
気
分
を
満
喫
で
き
た
の
で
し
た
。

買
物
に
は
時
間
の
余
裕
が
な
く
て
困
り
ま
し
た
が

、

お
よ
ろ

し
い
の
は
お
値
段
の
万
も
お
よ
ろ
し
く
て

、

い
つ
も
頭
と
算
盤

で
、

ち
ょ
っ
と
ば
か
り
シ
ン
ド
イ
で
し
た
ね
。

着

物

美

の

し

今
」

城

天

月

江

私
た
ち
が
ハ
ワ
イ
に
い
た
聞
は

、
全
く
の
歓
迎
攻
め
で
し
た
。

ワイキキの海岸で(水代 ・ 明石・内重)

色
と
り
ど
り
の
着
物
で

、

オ
ー
プ
ン
カ
ー

に
の
り

、

宝
塚
音
頭
で

市
中
行
進
し
た
と
き
も

、

町
中
の
人
が
み
ん
な
外
に
出
て

、

大
変

な
歓
迎
で
す
。
ド
ラ
イ
ヴ
を
し
て
い
た
外
人
の
万
な
ん
か
わ
ざ

わ
ざ
車
を
と
め
て
「
ウ
エ
ル
カ
ム
」
と
い
っ
て
く
れ
る
し
、
こ

ん

な
に
皆
様
が
宝
塚
を
愛
し
て
下
さ
る
の
か
と
大
い
に
感
激
し
ま

し
た
。

そ
れ
と
日
本
人
の
多
い
乙
と

、

ハ
ワ
イ
の
八
割
が
日
本

人
の
よ
う
な
気
が
い
た
し
ま
し
た
。
そ
し
て

、

み
ん
な
立
派
に

生
活
し
て
い
ら
れ
る
乙
と
を
嬉
し
く

、

誇
り
に
思
い
ま
し
た
。

最
初
の
夜
、
ロ

イ
ヤ
ル

・

ハ
ワ
イ
ア
ン

・

ホ
テ
ル
で
、
チ
ェ

リ
ー
・
ブ
ロ
ッ
サ
ム
・
ク
イ
ン
(
桜
の
女
王
)
の
戴
冠
式
に
出

席
し
ま
し
た
ら

、

外
人
の
お
客
様
方
が

、

私
た
ち
の
着
物
が
美

し
い
と
大
変
お
ほ
め
に
な
る
の
で
す
。
ほ
ん
と
う
に
あ
あ
い
う

場
所
へ
出
て

、

つ
く
づ
く
ど
ん
な
豪
華
な
イ
ヴ

ニ
ン
グ
ド
レ

ス

よ
り
も
日
本
の
着
物
の
美
し
さ
を
感
じ
、
日

本
人
で
よ
か
っ
た

と
思
い
ま
し
た
。

花
火
大
会
が
聞
か
れ
で
も
、

仕
掛
花
火
の
「
鏡
獅
子
」
が
あ

っ
た
り
し
て

、

全
島
が
宝
塚
謂
に
彩
ら
れ
た
よ
う
な
歓
迎
ぷ
り
。

そ
の
上
公
演
の
評
判
が
よ
く

、

て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

み
ん
な
楽
し
い
思
い
出
を
残
し

強
烈
な
タ
ヒ
チ
の
踊
り

黒
木
か

ハ
ワ
イ
土
産
も
三
回
目
と
も
な
れ
ば
何
か
目
先
の
変
っ
た
も

の
を
:
:
:
と
天
城
さ
ん
と
一
生
懸
命
習
っ
て
帰
っ
た
の
が
タ
ヒ

チ
の
踊
り
。

ハ
ワ
イ
で
い
ろ
い
ろ
踊
り
を
見
に
行
く
と
、
五
ツ
六
ツ
あ
る

ナ
ン
バ
ー
の
中
に
必
ず
と
い
っ
て
よ
い
く
ら
い
タ
ヒ
チ
、
サ
モ

ア
の
踊
り
が
一
曲
ぐ
ら
い
ず
つ
入
っ
て
い
る
。

タ
ヒ
チ
も
サ

モ

ア
も
ハ
ワ
イ
と
は
国
が
違
う
の
で

、

タ

ヒ
チ

の
踊
手
は
タ
ヒ
チ
か
ら
ハ
ワ
イ
に
呼
ば
れ
て
来
る
わ
け
。
ハ
ワ

イ
の
フ
ラ
ば
か
り
で
は
色
が
単
調
す
ぎ
る
の
で
、
タ
ヒ
チ
の
よ

う
に
血
の
熱
い
強
烈
な
も
の
を
入
れ
る
の
だ
と
思
う
。

ハ
ワ
イ
の
フ
ラ

・

ダ
ン
ス
は
手
振
り
で
歌
の
意
味
を
語
り

、

腰
は
た
だ
そ
れ
に
つ
い
て
ゆ
く
と
い
う
の
が
本
当
で
、
E
Z
4

3
R
a
g
s

予
巾
Z
E

∞
=
と
い
う
歌
が
あ
る
く
ら
い
手
の

ひ

る

景風屋楽

う
つ
く
し
さ
が
第
一
次
目
的
で
あ
る
。

そ
乙
に
ゆ
く
と
、
タ
ヒ
チ
の
踊
り
(
タ
ヒ
シ
ャ
ン
・
ダ
ン
ス

と
い
う
)
は
手
は
上
に
あ
げ
て
も
横
に
置
い
て
も
か
ま
わ
な
い

の
だ
が

、

ド
ラ
ム
に
合
せ
て
腰
を
如
何
に
細
く
小
き
ぎ
み
に
振

る
か
が
そ
の
踊
手
の
上
手
下
手
の
決
め
手
の
大
部
分
で
あ
る
。

サ
モ
ア
の
踊
り
は
男
性
舞
踊
手
だ
け
見
た
の
だ
が
、
火
の
つ

い
た
松
明
を
投
げ
た
り
廻
し
た
り

、

叉
は
剣
を
持
っ
て
飛
ん
だ

り
は
ね
た
り

、

掛
声
と
と
も
に
乙
れ
も
ド
ラ
ム
に
合
せ
て
大
変

烈
し
い
も
の
を
踊
る

o

私
た
ち
に
は
素
晴
ら
し
い
も
の
に
思
え

た
し
、
ど
う
に
か
こ
な
し
た
と
思
っ
た
の
だ
が
、
今
更
な
が
ら

そ
の
む
つ
か
し
さ
に
ヘ
キ
ヘ
キ
し
て
い
ま
す
。

土
地
を
買
Lす
っ
と
思
っ
た
が
・

大
路
三

千
緒

空
も
海
も
木
も
花
、
も、

そ
し
て
空
気
も

、

百
パ
ー
セ

ン
ト
明

る
い
ハ
ワ
イ
。
す
っ
か
り
気
に
入
っ
ち
ゃ
っ
て
土
地
を
買
っ
て

住
も
う
か
と
思
い

、

乙
の
辺
は
い
く
ら

0
・

ζ

の
辺
は
?
っ

て
聞
い
て
歩
い
た
ん
で
す
よ
。
ワ
イ
キ
キ
か
ら
車
で
十
分
く
ら

い
行
っ
た
住
宅
地、

そ
こ
は
私
の
ハ
ン
ド
バ
ッ
グ
位
の
大
き
さ

で
二
ド
ル
竹
・
ゴ
一
ド
ル
の
と
こ
ろ
も
五
ド
ル
の
と
こ
ろ
も
あ
る

ん
で
す
よ
1
1
1
大
変
々
々

、

や
っ
ぱ
り
買
う
の
を
止
め
ち
ゃ
い

ま
し
た
。

清

潔

な

街

睦
千
世

ホ
ノ
ル
ル
の
町
の
道
路
の
き
れ
い
な
の
に
は
驚
き
ま
し
た
。

そ
し
て
何
か
し
ら
青
々
と
し
て
い
て
清
潔
で、

気
分
が
す
っ
と

致
し
ま
す
。
み
ん
な
競
争
の
よ
う
に
パ
チ
パ
チ
と
写
真
を
う
っ

し
て
来
た
の
で
す
が

、

さ
て
そ
の
腕
前
は
ど
う
で
し
た
か
?

マ
ッ
キ
ン
レ
イ
講
堂
で

、
、オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
合
せ
を
十
一
時
ま

で
や
っ
た
乙
と
が
あ
り
ま
す
が

、

そ
の
日
は
思
一
聞
か
ら
曹
洞
宗

の
お
寺
で
お
稽
古
を
や
り
、
ほ
と
ん
ど
立
ち
つ
づ
け
で
し
た
の

で
足
が
疲
れ

、

椅
子
や
ベ
ッ
ド
の
上
で
ち
ょ
こ
ん
と
座
っ
て
み

た
り
し
ま
し
た
。
こ
ん
な
と
き

、
日

本
の
タ
タ
ミ
が
な
つ
か
し

く
て
た
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

美
し
い
風
物
と
人
情

、

|
|
楽
し
く
公
演
出
来
ま
し
た
ζ

と

を
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

プ

グ

ム

フ

ロ

E 

ヘ
四
月
二
十
四
日
よ
り
/

/
四
月
二
十
八
日
ま
で
」

「
鏡

獅
子
」

作
・
水
田
茂

振
付
・

天
津
乙
女

曲
作
・

酒
井
協

場

小
姓
弥
生

獅
子
の
精

後
見
中
指
腕

老
女
蝶

天
津

乙
女

神
代
錦

天
城
月
江

大
路
三
千
緒

全
員と
人
形
」

作
演
出
・

高
木
史
郎

音
楽

・

宝
塚
音
楽
部

「
花

十
二
場

第
一
景

「花
の
仲
之
町
」

(
二
百
年
前
の
江
戸
仲
之
町
の
華
や
か
な
風
俗
)

水
野
十
郎
左
衛
門
神
代
錦

奴
大
路
三
千
緒

、

若
山
か
ず
美

、

内
室
の
ぼ
る

新
造
睦
千
世

長
兵
衛
天
城
月
江

瓦
版
売
り
明
石
照
子

娘
高
殿
ゆ
か
り

傾
城
黒
木
ひ
か
る
、
鳳
八
千
代
、
浜
木
綿
子

芸
者
高
岡
奈
千
子

水
野
万
水
代
玉
藻
、
松
島
ゴ
一
那
子
、
秩
父
美
保
子
、
藤
里
美
保

か
む
ろ
夏
ノ
宮
千
世
子

、

峯
京
子

第
二
景

「禿
と
権
八
小
紫
」

(
白
井
権
八
と
恋
人
小
紫
と
禿
の
踊
り
)

権
八
淀
か
ほ
る

小
紫
夏
ノ
宮
千
世
子

か
む
ろ
峯
京
子

第
三
景

「橋
の
雨
」

(
雨
の
橋
、
下
町
娘
の
瞬
、
風
の
橋
、
夜
の
橋
)

傘
の
女
黒
木
ひ
か
る

下
町
娘
陸
千
世
、
高
岡
京
都
千
子
、
浜
木
綿
子

武
士
高
殿
ゆ
か
り

権
八
淀
か
ほ
る

第
四
景

「夕
涼
み
」

(
河
端
の
夕
涼
み
、
仲
居
さ
ん
と
若
者
と
ニ
ヤ
ケ
男
の
コ
ミ

ッ
ク
)

大
路
三
千
緒

男

明
石
照
子

水
代
玉
藻

鳳
八
千
代

、

峯
京
子

、

松
島
三
那
子

、

夏
ノ
宮
千
世
子

、

秩
父
美
保
子
、
若
山
か
ず
美
、
藤
里
美
保

第
五
景

「月
見
団
子
」

(
月
之
兎
の
昔
話
)

お
爺
さ
ん
天
城
月
江

お
婆
さ
ん
陸
千
世

子
供
浜
木
綿
子

、

内
重
の
ぼ
る

第
六
景

「玉
兎
」(

月
の
中
の
兎
と
子
供
、
兎
が
昔
話
を
踊
る
)

玉
兎
天
津
乙
女

子
供
浜
木
綿
子
、
内
室
の
ぼ
る

第
七
景
コ
ニ
つ
の
民
謡」

(
沖
縄
ハ
ト
マ
、
小
原
節
、
佐
渡
お
け
さ
)

踊
る
女
明
石
照
子

小
原
節
男
高
殿
ゆ
か
り
、
秩
父
美
保
子

沖
縄
の
女
峯
京
子

、

夏
ノ
宮
千
世
子

第
八
景

「
日
本
の
顔
」

(
人
形
の
顔
、
お
商
の
顔
、
仏
像
の
顔
、
ず
っ
と
ず
っ
と
音
か

ら
の
日
本
人
の
顔
の
踊
り
)

菩
薩
黒
木
ひ
か
る

文
楽
大
路
三
千
緒
、
淀
か
ほ
る

お
か
め
睦
千
世
、
水
代
玉
藻

、

高
岡
奈
千
子

四
天
王
松
島
三
那
子

、

若
山
か
ず
美

、

藤
里
美
保
、
内
重
の
ぼ
る

第
九
景

「玩
具
箱
」

(円
本
の
普
か
ら
あ
る
玩
具
の
踊
り
)

越
後
獅
子
神
代
錦
、
天
城
月
江
、
明
石
照
子

花
嫁
人
形
鳳
八
千
代

て
つ
く
り
高
殿
ゆ
か
り

歌
手
浜
木
綿
子

ト
ウ
人
形
峯
京
子
、
夏
ノ
宮
千
世
子
、
秩
父
美
保
子

第
十
景

「か
っ
ぽ
れ
」

(
三
人
坊
主
の
か
っ
ぽ
れ
踊
り
く
ら
べ
)

か
っ
ぽ
れ
大
路
三
千
緒
、
水
代
玉
務
、
秩
父
美
保
子

第
十
一
景
「雪
月
花
」

(
三
つ
の
皿
に
か
く
れ
た
雪
月
花
の
風
景
と
そ
れ
を
パ
ッ
ク
に

踊
る
法
師
、
若
者
、
女
の
踊
り
)

法
師

4

神
代
錦

女
黒
木
ひ
か
る

若
衆
淀
か
ほ
る

坊
主
松
島
三
那
子
、
若
山
か
ず
美

、

藤
里
美
保
、
内
重
の
ぼ
る

第
十
ニ
景
「
ま
つ
り
」

(
江
戸
仲
之
町
の
華
や
か
な
お
祭
り
)

と
ぴ
の
者
天
津
乙
女

、

神
代
錦

、

天
城
月
江

、

大
路
三
千
緒
、
明
石
照

子
、
淀
か
ほ
る

、

水
代
玉
藻

、

高
殿
ゆ
か
り

、

松
島
三
那
子
、

秩
父
美
保
子

、

若
山
か
ず
美
、
藤
里
美
保

、

内
重
の
ぼ
る

黒
木
ひ
か
る

、

陸
千
世

、

鳳
八
千
代
、
高
岡
奈
千
子、

峯
京

子
、

浜
木
綿
子
、
夏
ノ
宮
千
世
子

女{中若

居者

手
古
舞



そ
れ

度
目

の

印

象

石

照

子

明

ハ
ワ
イ
で
の
印
象
を
一
口
で
申
上
げ
ま
す
と

1

花
が
美
し
い

2

果
物
が
お
い
し
い

3

ね
む
い

4

食
事
に
追
廻
さ
れ
て
い
る
感
じ
:
:

等
々
で
し
た
。

決
し
て
不
平
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
慾
ば
っ
て
ハ
ワ
イ
の
成
果

を
あ
げ
よ
う
と
張
り
切
っ
た
た
め
で
す
。

ハ
ヲ
イ
・

ヴ
ィ
ッ
チ

・

ホ
テ
ル
で

、

ロ
ー
タ
リ

ー

ク
ラ
ブ
の

ラ
ン
チ
に
招
待
さ
れ
た
と
き

、

ほ
と
ん
ど
白
人
の
方
で
し
た
が

私
達
宝
塚
ガ
i

ル
の
着
物
が
キ
レ
イ
と
お
賞
め
い
た
だ
き、
そ

の
と
き
歌
を
三
つ
ば
か
り
紹
介
し
ま
し
た
ら

、

と
て
も
喜
ん
で

下
さ
い
ま
し
た
。

ζ

ん
ど
の
公
演
も

、

好
評
を
い
た
だ
い
て

、

私
た
ち
も
張
り

き
り
巾
斐
が
あ
っ
た
と
嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
あ
る
米
人

は
「
ア
メ
リ
カ
本
土
へ
持
っ
て
行
っ
て
も
好
評
で
あ
ろ
う
」
と

ほ
め
て
下
さ
い
ま
し
た
。

私
は
二
回
目
で
し
た
が

、

宝
塚
を
心
か
ら
歓
迎
し
て
下
さ
る

ハ
ワ
イ
の
皆
様
に
深
く
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

美

環

境

し

し、

淀

か

ほ

る

ハ
ワ
イ
の
印
象
は

、

美
し
い
空
と
海
と
花
と
道
路
/

に
澄
ん
だ
空
気
ノ
・

前
κ
行
っ
た
ロ
l

マ
や
パ
リ
と
は
ま
た
ち

が
っ
た
美
し
き
を
感
じ
ま
し
た
。
た
だ
何
と
な
く
の
ん
び
り
し

て
い
ま
す
の
で
、
私
た
ち
の
よ
う
な
日
本
生
れ
は

、

頭
が
ぼ
け

て
し
ま
い
そ
う
で
す
。

け
れ
ど
も

、

皆
さ
ん
が
と
て
も
親
切
で

、

い
ろ
い
ろ
と
気
を

つ
け
て
下
さ
い
ま
し
た
乙
と
を
有
難
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

ワ
イ
キ
キ
の
浜
辺
に
限
ら
ず
、
い
た
る
と
乙
ろ
で
い
ろ
ん
な

服
装
を
し
た
い
ろ
ん
な
人
種
に
出
会
い
ま
す
。
人
種
の
差
別
が

な
い
の
で

、

み
な
と
て
も
た
の
し
そ
う
に
生
活
し
て
い
る
よ
う

で
す
。

生
活
苦
に
よ
る
一
家
心
中
な
ん
で
い
う
ニ
ュ
ー
ス
は
全

然
な
い
訳
で
本
当
に
幸
福
な
国
で
す
。

失
敗
談
を
一
つ
ー
ー
ー

日
曜
日
の
夜
は
ホ
テ
ル
も
ど
こ
も
早
く

特
に
熊
本
の
臼
太
鼓
を
背
お
う
の
は
非
常
に
肩
が
こ
り
ま
し

た
。
そ
こ
で

、

あ
ん
ま
を
呼
ぼ
う
と
し
ま
し
た
ら

、

何
と
三
十

分
で
三
ド
ル

(約
千
円
)
!

ハ
ワ
イ
へ
行
っ
て
あ
ん
ま
に
な

り
た
い
よ
う
な
お
値
段
な
の
で

、

つ
い
に
諦
め
ま
し
た
。

そ
の
夜

、

行
っ
た
ハ
ワ
イ

ア
ン
・

ビ
レ
ッ
ツ

(カ
イ
ザ
・

ホ

テ
ル
)
は

、

ハ
ワ
イ
で
一
番
新
し
い
ホ

テ

ル
で

、

ワ
イ

キ
キ

の

浜
辺
に
あ
り

、

素
敵
な
と
こ
ろ
で
し
た
。
郷
子
の
茂
る
庭

、

底

に
ネ
オ
ン
が
つ
い
て
い
る
プ
i

ル

(上
に
プ
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
の

床
が
出
て
い
て

、

そ
の
上
で
踊
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
)、

そ
れ
に
草
ぶ
き
の
ハ
ネ
ム
ー
ン

(乙
れ
が
一
番
気
に
入
り
ま
し

た
)
、
全
く
ハ
ワ
イ
乙
そ

、

恋
人
と
一
し
ょ
に
ハ
ネ
ム
ー
ン
に

行
く
と
乙
ろ
で
す
。

そ
乙
で
見
た
シ
ョ
ウ
も

、

日
本
で
は
見
ら
れ
ぬ
迫
力
の
あ
る

も
の
で

、

結
局
体
力
が
違
う
せ
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が、

た
い

ま
つ
を
持
っ
て
男
の
人
が
タ
ヒ
チ
の
踊
り
を
や
り
ま
し
た
が

、

本
当
に
す
ば
ら
し
い
も
の
で
し
た
。
タ
ヒ

チ
の
女
の
フ
ラ
は

、

宝
塚
へ
そ
の
ま
ま
持
っ
て
来
て
も
受
け
る
だ
ろ
う
と
思
え
ま
し

た
。
ζ

う
い
う
シ
ョ
ウ
を
見
な
が
ら

、

パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
の
お
酒

を
飲
む
な
ど
と
い
う
の
は

、

ハ
ワ
イ
な
ら
で
は
味
わ
え
ぬ
喜
び

で
し
ょ
P
っ
。

企
い
し
い
ハ
ワ
イ
の

空
気

峯

-
示
子

四
月
二
十
四
日

、

お
昼
に
婦
人
会
主
催
の
歓
迎
会
が
あ
り、

ホ
テ
ル
ま
で
奥
様
方
が
迎
え
に
来
て
下
さ
い
ま
し
た。
着
い
た

と
こ
ろ
は

、

い
か
に
も
ハ
ワ
イ
ら
し
い
お
邸
。
そ
こ
で
フ
ラ
・

ダ
ン
ス
を
見
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が、

十
歳
く
ら
い
の
お
嬢

さ
ん

(会
員
の
娘
さ
ん
)
フ
ラ
は
愛
矯
が
あ
っ
て
皆
が
大
喜
ぴ、

天
津
乙
女
さ
ん
や
梅
田
先
生
にキ
ッ
ス
す
る
と
き
の
可
愛
い
ら

し
い
乙
と
/

乙
の
日
は
「
鏡
獅
子
」
の
初
日
で
私
は
蝶
で
出
て
い
た
の
で

す
が

、

み
ん
な
緊
張
し
て
大
は
り
き
り
で
し
た
。
外
人
の
万
が

「
と
て
も
す
ば
ら
し
い
シ
ョ
ウ
で
す
ね
。
ハ
ワ
イ
へ
来
て

、

こ

の
よ
う
な
演
し
物
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
と
て
も
う
れ
し

い
。
前
の
五
日
間
の
シ
ョ
ウ
に
も
お
と
ら
な
い
良
い
公
演
だ
」

と
お
っ
し
ゃ
っ
た
の
を
聞
い
て

、

私
も
賠
し
く
な
り

、

も
っ
と

か
ら
閉
じ
て
し
ま
う
の
で
す
が

、

う
っ
か
り
そ
の
こ
と
を
忘
れ

て
外
出
し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
お
ま
け
に
部
屋
の
カ
ギ
を
忘

れ
て
い
っ
た
の
で

、

帰
っ
て
朝
ま
で
寒
い
フ
ロ

ン
ト

で
過
す
の

か
と
気
も
転
倒
し
そ
う
で
し
た
。
結
局
ホ
テ

ル
の
支
配
人
を
起

し
て
や
っ
と
入
る
と
と
が
出
来
ま
し
た
が

、

カ

ギ
の
な
い
生
活

に
馴
れ
て
い
る
日
本
人
が
演
じ
た

、

と
ん
だ
一
幕
で
し
た
。
ご

て
い
ね
い
に
そ
れ
か
ら
も

、

と
き
ど
き
カ
ギ
を
忘
れ
て
外
出
し

て
し
ま
う
の
に
は

、

わ
れ
な
が
ら
恐
れ
入
り
ま
し
た
。

本
場
の
フ
ラ
は
む
つ
か
し

い

代

玉
藻

ハ
ワ
イ
で
は

、

み
ん
な
年
を
若
く
見
ら
れ
た
が

、

秩
父
美
保

子
な
ど
は
十
五
六
歳
で
す
か
1
1

1

江
ど
と
聞
か
れ
て
怒
っ
て
い

た
。
何
も
怒
る
こ
と
は
な
い
の
に
・
:

昨
年

、

一
昨
年
の
ハ
ワ
イ
公
演
組
が

、

ハ
ワ
イ

で
は
暑
く
て

も
汗
な
ん
か
出
な
い
と
か

、

雨
は
降
ら
な
い
し

、

ホ
コ
リ

が
立

た
な
い
か
ら
足
袋
も
汚
れ
な
い

と

か
:
:
:
色
々
教
え
て
く
れ
た

け
ど

、

行
っ
て
見
れ
ば
全
部
ウ

ソ
。
汗
も
出
ま
す
し

、

雨
も
三

日
間
続
い
て
降
る
し

、

足
袋
も
一
日
か
二
日

は
い
た
ら
汚
れ
ま

す
ぞ
ェ
。
足
袋
の
洗
濯
な
ど
馴
れ
な
い
と
う
ま
く
出
来
な
い
も

の
ね
。

本
場
の
フ
ラ
ダ
ン
ス
を
見
せ
て
も
ら
い
、
そ

の
人
た
ち
が
使

っ
た
腰
ミ
ノ
を
頂
戴
し
て

、

私
た
ち
も
教
え
て
も
ら
っ
て
踊
っ

た
が

、

荷
物
の
上
に
腰
ミ
ノ
つ
け
て
お
ど
る
皆
の
姿
は

、

ま
る

で
踊
る
宗
教
の
ハ
ワ
イ
布
教
班
と
し
て

、

新
聞
に
写
真
を
の
せ

た
い
位

、

傑
作
だ
っ
た
。
だ
け
ど
商
売
柄

、

組
長

(天
城
)
ア

ン
ナ
さ
ん
(
黒
木
)
の
お
ぼ
え
の
早
か
っ
た
乙
と
ー
ー
ー

さ
す
が

ダ
ン
ス
畑
の
お
人
で
す
ね
。

水

新
婚
披
行
に
は
ぜ
ひ
!

鳳

A 

千

代

水
代
さ
ん
と
私
の
二
人
が
、

ラ
ジ
オ
の
イ
ン
タ

ビ

ュ

ー

に
出

る
よ
う
に
頼
ま
れ
ま
し
て

、

桜
ま
つ
り
の
準
ミ

ス
の
方
と
一
し

ょ
に
放
送
局
へ
参
り
ま
し
た
。
準
ミ
ス
の
万
は
全
然
日
本
語
が

分
り
ま
せ
ん
し

、

私
た
ち
は
も
ち
ろ
ん
英
語
が
サ
ッ
パ
リ
で
す

の
で
、

新
聞
社
の
方
が
通
訳
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
そ
の
と
き

聴
取
者
か
ら
電
話
で
質
問
さ
れ
る
の
に
答
え
る
ζ

と

に
な
り
ま

が
ん
ば
ら
な
く
て
は
と

思
い
ま
し
た
。

美
し
い
ハ
ワ
イ

の
空
気
を
吸
っ
て
、
モ
モ
ナ

に
な
っ

て
(
肥

っ
て
)
帰
れ
た
の
が
何
よ
り
も
の
お
土
産だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

一初
め
て
見
る
外
国

松
島
三
那
子

の幕あき「宝塚花踊り」

し
た
が
、

「
今
度
来
て
い
る
宝
塚
の
万
の
中
で
伺
人
結
婚
し
て

い
ま
す
か
」
「
結
婚
し
て
い
る
の
に
長
い
間
離
れ
て
不
自
由
で

は
な
い
で
す
か
」
と
い
う
質
問
が
出
ま
し
た
が

、

水
代
さ
ん
が

「
そ
も
そ
も
宝
塚
と
い
う
も
の
は
:
:
:
」
と
う
ま
く
説
明
し
て

く
れ
ま
し
た
。
し
か
し
後
で
大
笑
い
い
た
し
ま
し
た
。

毎
年
の
こ
と
で
し
ょ
う
が

、

公
演
は
忙
し
く
て

、

楽
屋
入
り

の
と
き
は
ま
る
で
戦
争
に
行
く
よ
う
な
心
持
で
し
た
が

、

お
手

伝
い
の
万
が
手
際
よ
く
や
っ
て
下
さ
っ
て
大
へ
ん
助
か
り
ま
し

た
。ち

ょ
っ
と
車
を
走
ら
せ
る
と

、

あ
ち

ζ

ち
に
す
て
き
な
所
が

あ
っ
て

、

恋
人
と
一
し
よ
な
ら
申
し
分
な
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。
私
た
ち
は
、

新
婚
旅
行
の
下
検
分
だ
と
負
け
惜
し
み
を
い

い
な
が
ら

、

色
々
な
と
こ
ろ
を
楽
し
く
見
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

心
暖
ま
る
歓
迎
を
う

け
て

高

殿

か

ゆ

り

償
れ
の
ハ
ワ
イ
で
の
毎
日
は

、

ほ
ん
と
う
に
夢
の
よ
う
に
思

え
ま
し
た
が

、

私
た
ち
を
御
指
導
下
さ
い
ま
し
た
ジ

ュ
ニ
ア
・

チ
エ
ン
パ
l
(
青
年
商
工
会
議
所

)
の
万
た
ち
を
は
じ
め

、

皆

様
の
御
親
切
は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
梅
田
先
生
や
鳳
八

千
代
き

ん
の
誕
生
日

な
ど
に
は

、

本
人
に
は
内
緒
で

、

大
き
な
パ
I

ス

デ
イ
・

ケ
l

キ
や
、
ウ

ク
レ
レ
な
ど
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
用
意
し

て
、

み
ん
な
で
祝
っ
て
下
さ
る
な
ど

、

ほ
ん
と
う
に
心
暖
ま
る

歓
待
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

公
演
も
好
評
で
し
た
が

、

何
し
ろ
人
数
が
少
い
の
で

、

開
演

し
た
ら
お
食
事
を
す
る
暇
も
な
い
と
い
う
有
様
で

、

ハ
ダ
シ
で

走
り
廻
る
皆
の
顔
は
真
剣
そ
の
も
の
で
し
た
。

日
本
に
い
る
よ
り
も

、

ハ
ワ
イ
へ
行
っ
て
は
じ
め
て
宝
塚
の

価
値
が
分
っ
た
よ
う
な
気
が
い
た
し
ま
し
た
が

、

ζ

れ
だ
け
有

名
な
宝
塚
に
な
さ
っ
た
小
林
一
三
先
生
に

、

お
便
り
を
さ
し
上

げ
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
が
何
よ
り
悲
し
い
乙
と
で
し
た
。

珍
ら
し
い
こ
と

ば
か
り

高
岡
奈
千
子

ホ

ノ
ル
ル
で
は
じ
め
て
や
っ
た
「
宝
塚
花
踊
り
」
は

、

頭
に

獅
子
を
か
ぶ
っ
た
り

、

長
い
竹
の
ラ
ン
ド

セ

ル
を
背
お
っ
た
り

、

フ
ラ

と
い
う
の
は

、

見
て
い
る
と
簡
単
な
よ
う
で
す
が

、

お

ぼ
え
る
の
は
な
か
な
か
む
ず
か
し
い
も
の
で
し
た
。
踊
り
を
み

る
時
も

、

腰
か
ら
上
を
見
る
も
の
だ
そ
う
で、

私
た
ち
の
考
え

て
い
る
の
と
は
大
分
ち
が
う
よ
う
で
す
。

公
演
は
評
判
が
よ
く

、

誰
も
が
ペ
リ
l

・

ナ
イ
ス
と
ほ
め
て

下
さ
い
ま
し
た
。
特
に
「
花
と
人
形
」
の
幕
開
き
が
美
し
い
ら

し
く
オ
!
と
い
う
タ
メ
息
0

・
が
聞
え
た
ほ
ど
で
し
た
。
ま
た

ハ
ワ
イ
で
は

コ

ミ
ッ
ク
な
も
の
が
受
け
た
よ
う
で
す
。

ナ
イ
ト

・

ク
ラ
ブ
で
白
人
の
シ
ョ
ウ
を
見
学
し
た
乙
と
が
あ

り
ま
し
た
。
歌
は
騒
々
し
い
も
の
ば
か
り
で

、

あ
ま
り
感
心
し

ま
せ
ん
で
し
た
が

、

声
量
の
す
ば
ら
し
い
乙
と
は
体
格
か
ら
も

く
る
の
で
し
ょ
う
か
。
タ
ッ
プ
も
す
ば
ら
し
く

、

背
の
高
い
女

の
人
が
ア
ン
コ

ー
ル
に
乙
た
え
て
四
曲
ば
か
り
踊
り
ま
し
た

が
、

音
の
き
れ
た

、

そ
し
て
く
ず
れ
な
い
美
し
さ
に
感
心
し

、

乙
れ
で
は
私
た
ち
の
は

、

タ
ッ
プ
の
タ
の
字
に
も
な
っ
て
い
な

い
と
ガ
ッ
カ
リ
い
た
し
ま
し
た

。

ハ
ワ
イ
は
夜
が
と
っ
て
も

ロ

マ
ン

テ

ィ
ッ
ク
で
素
適
で
し

た
。
通
称
「
愛
の
小
径
」
と
い
わ
れ
る
と
ζ

ろ
を
車
で
通
過
す

る
待
は

、

さ
す
が
に
そ
の
あ
た
り
ア
ベ
ッ
ク
が
一
ば
い
な
の
で

私
達
は
。
と
め
て

、

と
め
て
/
・
0
と
雰
囲
気
に
浸
っ
て
0

・
い

ま
し
た
つ
け
。

マ
ウ
イ
島
で
飲
ん
だ
オ
レ
ン
ジ

・

ジ

ュ
ー

ス
の
美
味
し
か
っ

た
ζ
と

も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

帰
り
の
船
が
港
を
は
な
れ
る
時
は、

皆
も
う
二
度
と
ζ

ら
れ

な
い
と
思
う
と
涙
が
出
て
悲
し
く
な
り、

と
う
と
う
泣
い
て
し

ま
い
ま
し
た
。

で
も
あ
の
船
が
は
な
れ
る
時
の
雰
囲
気
は
堪
ら
な
く
ス
テ
キ

で
、

ア
ロ

ハ
/
と
フ
ラ
を
踊
っ
て
く
れ
る

、
テ
l

プ
は
乱
れ

飛
ぶ
で

、

ζ

う
し
た
風
景
を
思
い
出
す
と
ま
た
行
っ
て
み
た
い

な
ァ
と
思
い
ま
す
。

嬉
し
い
公
演
の
成
功

夏
ノ
宮

千
世
子

マ
ッ

キ
ン
レ
l

講
堂
で
の
公
演
は

、

早
替
り
の
連
続
で
少
々

グ
ロ
ッ

キ
イ
で
し
た
が

、
千
秋
楽
の
日

、

ハ
ワ
イ
音
頭
で
幕
が

お
り
た
時

、

J

・

C
(
日
本
商
工
会
議
所

)
の
人
た
ち
か
ら

、

み
ん
な
に
レ
イ
が
送
ら
れ
ま
し
た
。
十
日
間
の
二
回
公
演
の
疲



れ
も
ど
ζ

や
ら

、

は
し
ゃ
ぎ
廻
る
み
ん
な
の
嬉
し
そ
う
な
顔
/

み
ど
り
の
木
々
と

、

美
し
い
芝
生
に
附
ま
れ
た
マ
ッ
キ
ン
レ

!

・

ハ
イ
ス
ク
ー
ル
を
満
ち
た
り
た
気
持
で
さ
よ
な
ら
し
ま
し

た
。
大
道
具
の
人

、

小
道
具
の
人

、

楽
士
さ
ん

、

そ
れ
ぞ
れ
お

仕
事
を
持
ち
な
が
ら

、

よ
く
や
っ
て
下
さ
っ
た
と
感
謝
の
念
で

一
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら

、

ハ
ワ
イ
ア
ン

・

ピ
レ
ッ
ジ
と
い
う
ホ
テ
ル
の
中

に
ハ
ネ
ム
ー
ン
の
人
の
た
め
に

、

二
部
屋
ぐ
ら
い
設
備
の
い
い

小
屋
が
榔
子
の
木
蔭
K
建
っ
て
い
る
の
は

、

何
と
も
い
え
ぬ
ロ

マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
で
し
た

。

私
た
ち
も
ハ
、
不
ム
l

ン
は
乙
こ
に
し

よ
う
な
ど
と
い
っ
て
ま
し
た
け
れ
ど
:

・:
・。

も
う
一
度
ぜ
ひ
ノ

秩
父
美
保
子

五
月
一
自
に
メ
ー
デ
ー
の
花
ま
つ
り
が
あ
っ
て
、

ハ
ワ
イ
大

学
に
招
待
さ
れ
ま
し
た
が

、

日
本
で
は
味
わ
え
な
い
大
学
の
空

気
を
吸
う
ζ

と
が
で
き
ま
し
た
。
と
て
も
、
す
て
き
な
学
校
で

少
々
羨
ま
し
く
思
い
ま
し
た
。

乙

ζ

で
、

学
生
た
ち
の
フ
ラ
合
戦
を
観
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
の
合
聞
に
ち
ょ
っ
と
し
た
運
動
会
が
あ
っ
て

、

日
本
の

腕
相
撲
の
よ
う
な
の
や

、

綱
ひ
き
な
ど
楽
し
い
催
し
で
し
た
。

競
技
は
ハ
ワ
イ
烏
と
マ
ウ
イ
島
と
の
対
抗
で

、

賞
口
聞
は
全
部
バ

ナ
ナ
や
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
な
ど
果
物
ば
か
り
で
、

い
か
に
も
ハ
ワ

イ
ら
し
い
面
白
い
行
事
だ
と
思
い
ま
し
た
。

や
っ
ぱ
り
、

ハ
ワ
イ
は
私
が
思
っ
て
い
た
よ
う
に
す
て
き
な

島
で
し
た
。
一
生
の
う
ち
に

、

も
う
一
度
は
行
き
た
い
と
ζ
ろ

で
す
。美

し
い
ハ
ワ
イ
の
出

浜

木
綿
子

カ
ラ
ー

ハ
ワ
イ
で

、

も
っ
と
も
感
激
し
た
こ
と
は
、

色
彩
の
美
し
い

ζ

と
で
す
。
こ
ん
な
に
美
し
い
の
で
し
た
ら
、

カ
ラ

l
写
真

の
撮
り
方
を
勉
強
し
て
行
け
ば
よ
か
っ
た
の
に
と
思
い
ま
し

た
。次

に
果
物
が
と
て
も
お
い
し
か
っ
た
こ
と
で
す
。
た
だ
残
念

な
こ
と
に
、

お
食
事
が
口
に
合
わ
な
い
の
で、
私
は
い
つ
も
上

級
生
の
皆
さ
ん
と
一
し
ょ
に、

日
本
の
お
茶
漬
け
を
な
つ
か
し

第
三
回

r.、

A 

日

程

表

J、

演

ワ

イ

四
月
十
日

午
前
九
時
。
特
急
つ
ば
め
。
で
大
阪
発
上
京
。

十
一
日

午
後
七
時
半

、

羽
田
空
港
発
の
パ
ン

・

ア
メ
リ
カ

ン
緩
で
一
行
二
十
六
名
日
本
を
離
れ
る
。

十
一
日

(
ハ
ワ
イ
時
間
)

午
後
五
時
四
十
五
分
ホ
ノ
ル
ル
空
港
に
到
着
。
日

本
青
年
商
工
会
議
所
幹
部
は
じ
め
熱
心
な
フ
ァ
ン

に
迎
え
ら
れ
、
フ
ラ
の
歓
迎
に
一
行
は
大
喜
び
。

直
ち
に

、

新
装
成
れ
る
小
林
ホ
テ
ル
に
入
る

。

午
後
九
時
よ
り
十
時
半
ま
で
各
新
聞
、
ラ
ジ
オ
、

テ
レ
ビ
記
者
と
の
イ
ン
タ
ー
ビ
ュ
ー
を
行
う。

十

日

午
前
八
時
半
、
八
号
桟
橋
に
て
手
術
物
検
査
。

午
前
十
一
時
よ
り
自
動
車
で
市
中
行
進

、

キ
ン
グ

知
事
及
び
ブ
レ
l

ス
デ
ル
市
長
を
夫
々
庁
舎
に
公

式
訪
問
。

午
後
七
時
半
、
ロ
ー
ヤ
ル
・

ハ
ワ
イ
ア
ン

・

ホ
テ

ル
で
の
桜
ま
つ
り
女
王
戴
冠
式
舞
踏
会
に
出
席
。

席
上
で
宝
塚
一
行
の
紹
介
が
行
わ
れ
た
。

十
三
日

青
年
商
工
会
議
所
会
員
の
夫
人
グ
ル
ー
プ
主
催
歓

迎
午
餐
会
に
出
席

。

午
後
三
時
よ
り
四
時
ま
で
K
・

G
・

M
-

B
日
本

語
テ
レ
ビ
で
全
員
挨
拶
。

午
後
四
時
よ
り
日
本
総
領
事
館
主
催
の
歓
迎
レ
セ

プ
シ
ョ
ン
に
出
席
。

午
後
七
時
半
よ
り
存
火
大
会
(
ホ
ノ
ル
ル
球
場
)

に
出
席
。

十
四
日

午
前
九
時
よ
り

、

自
動
車
十
二
台
に
分
乗
し
て
、

オ
ア
フ
島
廻
り
を
行
う
。
途
中
ワ
イ
パ
フ
、
ワ
ヒ

ア
ワ
、

ハ
レ
イ
ワ
(
午
餐
)、
カ
フ
夕

、

及
び
カ
ネ

オ
へ
の
五
ケ
所
で
地
方
人
会
よ
り
接
待
を
受
け

、

各
地
の
名
物
を
御
馳
走
に
な
り
夕
刻
五
時
過
ぎ
ホ

テ
ル
に
帰
着
。

午
後
六
時
半
よ
り
カ
イ
マ
ナ
・

ホ
テ
ル
に
於
け
る

日
本
人
商
工
会
議
所
主
催
の
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ヨ
ン

に
出
席
。

ん
で
い
ま
し
た
。
は
じ
め
て
町
へ
買
物
に
出
て、
塩
、サ
ケ
を
見

つ
け
て
来
た
と
き

、

ほ
ん
と
う
に
お
い
し
く
御
飯
が
い
た
だ
け

ま
し
た
。

何
だ
か
食
べ
る
こ
と
ば
か
り
書
い
て、
よ
っ
ぽ
ど

H

食
い
し

ん
ぼ
H

だ
な
!

と
思
わ
れ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が、
そ
れ
ほ
ど

お
食
事
に
は
苦
労
し
ま
し
た
か
ら
、

お
笑
い
に
な
ら
な
い
で
下

き
い
ネ
。

今
ζ

う
し
て
思
い
出
を
綴
る
時
に
も

、

ワ
イ
キ
キ
の
海
岸
の

ナ

イ
ト
ク
ラ
ブ
か
ら

、

街
の
中
か
ら

、

ピ
オ
ン

・
ザ
・
リ

l
フ

の
曲
が

、

そ
し
て
私
の
一
番
好
き
だ
っ
た
曲
|
|
ノ
I
フ
ウ
フ

ウ

(お
乙
ら
な
い
で
下
さ
い

)
の
曲
が
流
れ
て
く
る
よ
う
な
錯

覚
を
お
乙
す
ほ
ど

、

ハ
ワ
イ
の
音
楽
も
印
象
強
い
も
の
で
し

た
。

ノ、

イ

の

雨

ワ

藤

里

美

保

フ
ォ
l

ト

・

シ
ャ
フ
タ
!
兵
営
で
公
演
し
ま
し
た
と
き

、

兵

営

(
キャ
ン
プ

)
と
い
う
か
ら
ど
ん
な
所
か
と
思
っ
て
い
ま
し

た
が

、

舞
台
の
巾
が
少
々
狭
い
の
と、
照
明
が
暗
い
だ
け
で

、

マ
ッ

キ
ン
レ
i

講
堂
よ
り
奥
行
も
あ
り、
楽
屋
の

‘き
れ
い
な
の

に
は
驚
き
ま
し
た
。

公
演
が
終
っ
て
か
ら
ル
ア
ワ
と
い
う
カ

ナ
カ
土
人
料
理
を
食

べ
ま
し
た
|
!
と
い
っ
て
も
、

そ
れ
は
砂
の
中
に
豚
を
丸
と
と

埋
め

、

石
で
む
し
焼
に
し
た
の
を
食
べ
る
の
で
す
か
ら

、

ち
ょ

っ
と
口
に
合
わ
ず

、

そ
の
上

、

食
事
の
前
に
そ
れ
を
見
た
の
で

、

ょ
う
食
べ
な
か
っ
た
の
で
す
。

毎
日

、

日
が
照
っ
て
い
る
の
に
、

雨
が
降
っ
た
り
や
ん
だ
り

、

本
当
に
面
白
い
と
こ
ろ
で
し
た
。

フ

一
フ

フ

フ

• 

若
山

か
ず
美

フ
ラ

・

ダ
ン
ス
の
お
稽
古
ー
ー
ー
ホ
テ
ル
の
屋
上
で

、

ス
ラ
ッ

ク
ス
に
ブ
ラ
ウ
ス

、

そ
し
て
ハ
ダ
シ
と
い
う
扮
装
で

、

お
尻
を

右
に
左
に

、

前
へ
後
へ
と
ゆ
ら
り
ゆ
ら
り
、

そ
れ
を
新
聞
社
の

人
が
パ
チ
リ
パ
チ
リ
。

ほ
か
の
ダ
ン
ス
と
ち
が
っ
て
馴
れ
て
い
な
い
の
で
頭
の
回
転

が
ス
ロ
ー
モ

ー
シ
ョ
ン
に
な
っ
て

、

覚
え
る
の
に
時
間
が
か
か

十
五
日

午
前
十
時
半
よ
り
曹
洞
寺
別
院
ホ
l

ル
を
借
り
て

全
員
稽
古
。
更
に
午
後
六
時
よ
り
十
時
ま
で
マ
フ

キ
ン
レ
l
高
校
講
堂
で
舞
台
稽
古
。

十
六
日

前
日
に
同
じ
。

十
七
日

正
午

、

ハ
ワ
イ
ア
ン
ピ
レ
ツ
ヂ
・

ホ
テ
ル
で
関
か

れ
た
、
ワ
イ
キ
キ
及
び
西
部
ホ
ノ
ル
ル
の
ロ
l

タ

リ

・

ク
ラ
ブ
の
招
待
午
餐
会
に
出
席

、

終
了
後
ヲ

イ
キ
キ
浜
で
ハ
ワ
イ
気
分
を
満
喫
。

午
後
六
時
よ
り
十
時
ま
で
マ
フ
キ
ン
レ
l

高
校
講

堂
で
舞
台
稽
古
。

十
八
日

午
前
十
時
よ
り
マ
ッ
キ
ン
レ
1

高
校
講
堂
で
同
校

生
の
た
め
に
特
別
公
演
。
午
後
六
時
よ
り
舞
台
稽

古
。

十
九
日

本
日
初
日
。
マ
ツ
キ
ン
レ
l

高
校
講
堂
に
於
て
午

後
六
時
と
八
時
半
の
二
回
公
演
。

廿
三
日
ま
で
「
娘
道
成
寺
」
一
場
及
び
「
宝
塚
花
踊

り
」
十
六
場
を
上
演
。

十

日

ア
メ
リ
カ
よ
り
帰
国
の
途
中

、

ホ
ノ
ル
ル
に
滞
在

中
の
長
谷
川
一
夫
氏
、
フ
ィ
ナ
ー
レ
の
ス
テ
ー
ジ

に
上
り
宝
塚
一
行
を
激
励
。

廿
四
日

正
午
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ヘ
ッ
ド
、

催
の
午
餐
会
に
出
席
。

日
系
婦
人
会
主

本
日
よ
り
廿
八
日
玄
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
二
の
替
り
公

演
「
鏡
獅
子
」
二
場
及
び
「
花
と
人
形
」
十
二
場
を

上
演
。

二
十
五
日

午
前
九
時
半
ワ
イ
キ
キ
・

プ
ー
ル
前
で
、
コ

ダ
ッ

ク

・

ハ
ワ
イ
主
催
の
フ
ラ
・

ダ
ン
ス
を
見
物
。

午
後

、

宿
舎
小
林
ホ
テ
ル
K
て
へ
ン
リ

l

・

パ
ス

コ
ン
サ
l

レ
ス
夫
人
の
指
導
で
フ
ラ
・

ダ
ン
ス
の

稽
古
を
始
め
る
(
二
十
七
日
ま
で
)。

二
十
六
日

午
前
十
時
ハ
ワ
イ
ア
ン
・

パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
の
銭
詰

工
場
見
学
。

二
十
七
日

正
午
ハ
ワ
イ
大
学
の
パ
ン
・

パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
祭
K

参
加
。

二
十
八
日

千
秋
楽
。

ホ
ノ
ル
ル
に
於
け
る
一
般
公
演
を
無
事

終
了
す
。

さ
よ
な
ら
/
(
ク
リ

1

ブ
ラ
ン
ド
号
船
上
で
)

る
上

、

先
生
は
英
語
一
本
ヤ
リ
。
ζ

ち
ら
は
自
白
じ
ゃ
な
い
が

、

大
和
ナ
デ
シ
コ

ば
か
り
で
、
わ
ず
か
に
黒
木
ひ
か
る
さ
ん
が
英

語
が
わ
か
る
程
度
。
い
や
全
く
も
っ
て
フ
ラ
フ
ラ
で
し
た
。

夢

の

烏

内
重
の
ぼ
る

ハ
ワ
イ
と
い
う
と
と
ろ
は

、

天
候
が
一
分
ご
と
に
変
る
よ
う

で
す
。
カ
ン
カ
ン
照
り
か
と
思
え
ば
雨
が
降
っ
た
り
し
て
。
で

も
道
路
が
き
れ
い
な
の
と

、

色
の
配
合
が
と
て
も
美
し
い
ζ
と

に
私
た
ち
は
目
を
み
は
り
ま
し
た
。

そ
し
て
ど

ζ

へ
行
く
の
に
も
、

す
て
き
な
自
動
車
。
買
物
κ

出
か
け
た
り

、

浜
で
泳
い
だ
り

、

ほ
ん
と
う
に
ダ
の
島
の
生
活

で
し
た
。
そ
う
で
す
か
ら

、

食
物
は
あ
ま
り
口
に
合
わ
な
い
の

に
、

す
ご
く
モ
モ
ナ
に
な
っ
て

l
l

(肥
え
て
)
l
l
し
ま
い

ま
し
た
。

五
月

一
同
元
気
に
上
陸
し、

同

廿
九
日

午
後
四
時

、

日
本
総
領
事
館
の
天
皇
誕
生
日
記
念

パ
ー
テ
ィ
に
出
席
。

午
後
八
時

、

フ
オ
!
ト
シ
ャ
フ
タ
l
兵
営
で
特
別

公
演
。
「
娘
道
成
寺
」
「
宝
塚
花
踊
り
」
上
演
。

日

ハ
ワ
イ
ア
ン

・
エ
ア

・

ラ
イ
ン
機
で
マ
ウ
イ
島
K

飛
ぶ
。

夜
、
八
時
よ
り
ボ
ー
ル
ド
イ
ン

・

ハ
イ
の
講
堂
で

一
回
公
演
「
鏡
獅
子
」
「
花
と
人
形
」

日

午
前
九
時
よ
り
自
動
車
、
を
連
ね
て
ハ
レ
ヤ
カ
ラ
山

花
登
山
。

昨
夜
K
続
き

、

最
後
の
公
演
を
行
い

、

ζ

れ
を
以
て
公
演
全
部
を
無
事
終
了
し
一
同
成
功

を
祝
し
あ
う
。

日

十
時
半
マ
ウ
イ
島
を
発
ち
ホ
ノ
ル
ル
へ
帰
る
。

買

物
、

荷
ご
し
ら
え
、
新
聞
社
の
座
談
会

、

お
別
れ

パ
ー
テ
ィ
等
一
同
多
忙
。

四
日

朝
か
ら
荷
造
り
搬
出
。

午
後
六
時
、
ヵ
ン
ツ
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
於
け
る
日
本

人
青
年
商
工
会
議
所
主
催
の
送
別
会
に
出
席
。

五
日

午
後
七
時
、
A
・
p
-
L

太
平
洋
航
路
P

・

ク
リ

l

ヴ
ラ
ン
ド
号
に
乗
船

、

船
内
に
て
最
後
の
カ
ク
テ

ル
パ
ー
テ
ィ
。

別
れ
を
借
し
み
つ
つ
十
時
出
港

、

故
国
へ
向
う
。

六
日
{

十
三
日

十
四
日

船
中
。

午
前
八
時
横
浜
入
港
。

夜
は
東
京
K

一
泊。

十
五
日

一
行
二
十
五
名

、

特
急
「
は
と
」
に
乗
車

、

午
後

八
時
一
ヶ
月
振
り
に
大
阪
帰
着
。

解
散
。

(衣
裳
係
山
村
よ
ね
は
ホ
ノ
ル
ル
で
乗
船
前

、

急

性
盲
腸
炎
を
発
病
の
た
め
残
留

、

手
術
を
う
け
後

日
単
独
に
て
帰
国

)

良E

樹
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